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受 検 番 号

(記入してください。)

解 答 番 号問題
番号

No. 1

No. 2

No. 3

1 43

1 32

432

22

二 級

第�種試験問題

次の注意をよく読んでから始めてください。

/注 意0

1唖これは試験問題です。�頁まであります。

2唖問題は、No. 1〜No. 20 まで 20 問題があります。全問解答してください。

3唖解答は、別の解答用紙に記入してください。

解答用紙には、必ず試験地、受検番号、氏名を記入してください。

4唖解答の記入方法はマークシート方式です。

記入例

1 432 のうちから､正解と思う番号

を鉛筆(ＨＢ)でマーク(ぬりつぶす)してください。

ただし、�問に�つ以上の答(マーク)がある場

合は、正解としません。

5唖解答を訂正する場合は、消しゴムできれいに消してマーク(ぬりつぶす)し直してください。
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/No. 10 基礎関係工法に関する次の記述のうち、適切なものはどれか。

�� 土留めに用いられる矢板工法の施工機械として、アースドリルが用いられる。

�� 場所打ち杭工法には、プレボーリング拡大根固め工法がある。

�� ケーソン基礎工法は、直接基礎工法に分類され、主に小規模の工事に採用されている。

�� リバースサーキュレーションドリル機は、場所打ち杭を施工するのに用いられる。

/No. 20 バイブロハンマの構造に関する次の記述のうち、適切なものはどれか。

�� 起振方式は、偏心重錘回転式と油圧ピストン式がある。

�� 起振機とチャックとの間には、緩衝装置が装備されている。

�� バイブロハンマ本体は、チャックによってクレーンに吊り下げられている。

�� 打込みは、既設の鋼矢板を反力として、杭に振動を加えて打込む。

/No. 30 アースオーガの構造に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

�� リーダは、掘削された土砂を、円滑に排土攪拌する装置である。

�� スイベル装置は、モルタルやセメントミルク、圧縮空気等を注入するための装置である。

�� アースオーガの駆動装置は、原動機、減速機、スイベル装置で構成されている。

�� オーガヘッドは、先端地盤に食い込み、オーガスクリュを案内する役目をする。

/No. 40 アースドリルに関する次の記述のうち、適切なものはどれか。

�� 底ざらいバケットは、玉石や障害物除去に用いられる。

�� 表層ケーシングの径は、杭径よりも 10 cm程度大きくなっている。

�� ケリードライブ装置には、バケット類が着脱できるようになっている。

�� 一般にケリーバの伸縮は、不可能となっている。

/No. 50 オールケーシング掘削機に関する次の記述のうち、適切なものはどれか。

�� カッティングエッジの外径は、ケーシングチューブの外径より 10 〜 20 mm小さくなっている。

�� ケーシングチューブの接続方式は、くさび式が一般的である。

�� 揺動式のオールケーシング掘削機は、地中障害物や転石の掘削に適している。

�� チュービング装置は、ケーシングチューブの押込み茜引抜き機能を備えている。

/No. 60 油圧パイルハンマの構造に関する次の記述のうち、適切なものはどれか。

�� ラムの落下高さは、ハンマを吊り上げているワイヤロープの長さで調整される。

�� ハンマ部とパワーユニット部は、主にキャブタイヤケーブルで連結されている。

�� ラムの駆動方式には、自由落下方式とシリンダ力を加えた加速落下方式がある。

�� クッション材は、杭を打撃した際の振動が機械本体に伝わることを防ぐ機能を果たす。
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/No. 70 油圧式杭圧入引抜き機の特徴に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

�� 小型で市街地における近接施工及び桁下施工に適している。

�� マスト及びチャックの旋回機構により、高精度の施工が可能である。

�� 圧入機本体の自重のみを反力として、杭を圧入する。

�� クランプで既設鋼矢板を把持して、移動可能な構造となっている。

/No. 80 パイルドライバの運転茜取扱いに関する次の記述のうち、適切なものはどれか。

�� 傾斜した地盤上では、上部旋回体を旋回させてリーダを鉛直にする。

�� 杭を吊り込む場合は、横方向からゆっくり旋回しながら引込む。

�� アースオーガは、装備した状態のまま走行してはならない。

�� クローラ拡張式の場合、作業時はクローラを常に最大幅に張出す。

/No. 90 バイブロハンマの運転に関する次の記述のうち、適切なものはどれか。

�� 杭をチャックでつかまないで打設する場合は、チャックと杭頭部の隙間がないようにする。

�� 杭をチャックした状態でクレーンを移動するときは、補助ワイヤロープを外さない。

�� 杭の引抜きを行う場合は、ブームとバイブロハンマの共振を利用して引抜く。

�� チャックで杭をつかんだことを確認してから、クレーンの吊りフックを外す。

/No. 100 杭の特性および取扱いに関する次の記述のうち、適切なものはどれか。

�� SC杭は、コンクリートと鋼管を一体化した複合杭で、曲げに極めて強いため上杭に用いられ

る。

�� PHC杭は、強度面から大きな支持力は期待できず、衝撃に弱いので、打撃打ちには不向きで

ある。

�� RC杭は、杭頭部を補強しているので、打込み時の杭頭部の損傷が少ない。

�� PC杭は、打込み時の衝撃によって杭体にひび割れが発生するおそれが大きい。

�級 �種2



GK26.mcd  Page 4 10/06/04 09:20  v5.50

/No. 110 リバースサーキュレーションドリル工法に使用されるスタンドパイプに関する次の記述

のうち、適切でないものはどれか。

�� スタンドパイプの直径は、ビット径より約 100 〜 200 mm程度大きいものを使用する。

�� スタンドパイプの長さは、建込み深さ、土質及び地下水位を考慮して決定する。

�� スタンドパイプは、ロータリテーブルを設置するために使用する。

�� スタンドパイプの建込みは、油圧ジャッキ又はバイブロハンマによって行う。

/No. 120 パイルドライバの点検茜整備に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

�� 日常点検で安全装置やブレーキ等の機能点検を行う。

�� 定期自主検査の記録には、検査年月日や検査箇所、検査の結果等を記載する。

�� 定期自主検査のうち、毎月一回行うのが特定自主検査である。

�� 点検茜整備は、安全確保のためエンジンを停止して行うようにする。

/No. 130 オールケーシング掘削機の点検茜整備に関する、点検箇所、点検結果、対策茜整備の次

の組合せのうち、適切でないものはどれか。

�点検箇所� �点検結果� �対策茜整備�

�� チュービング チュービングカラーの磨耗 肉盛り茜補修

�� 油圧装置 油圧配管の油漏れ 増締め、不良部品の交換

�� ハンマグラブ シェルの開閉の異常 ワイヤ、シーブ等を整備

�� ケーシングチューブ ロックピンの異常 給油、グリースの塗布

/No. 140 アースオーガのスクリュは回るが、力がない場合の原因として次のうち、適切なものは

どれか。

�� スイベル配管の緩み

�� オイルの劣化

�� 電源容量が不足

�� キャブタイヤケーブルが太い

/No. 150 中掘り工法に関する次の記述のうち、適切なものはどれか。

�� 杭中空部にロッドを挿入し、杭先端からの高圧水の噴射と杭の回転により沈設する。

�� 設計支持地盤に杭先端が達したら、セメントミルクを注入して根固めを行いスクリュを引抜く。

�� アースオーガで埋込み長さまで孔を掘削し、その中に既製杭を挿入する工法である。

�� 掘削孔壁の安定を保つために、オーガスクリュの先端から安定液を噴出させながら掘削する。
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/No. 160 アースドリル工法の施工上の留意事項に関する次の記述のうち、適切なものはどれか。

�� 表層ケーシングの長さは、杭長の
�

�
以上を標準とする。

�� 掘削孔の鉛直性の確認は、超音波測定器により行う。

�� 支持層への到達は、ケリーバのぶれとバケットの下がる速度で確認する。

�� 掘削土で満たされたバケットは、急速に引上げる。

/No. 170 場所打ち杭施工に用いられる安定液に関する次の記述のうち、適切なものはどれか。

�� 堀くずを底ざらいで除去できるように、高い pHにする。

�� 流動性が低いものほどコンクリートとの置換性が向上する。

�� 孔壁の表面に強固な透水性のマッドケーキを形成する。

�� ろ過水量の測定は、ろ過試験器で行う。

/No. 180 拡底杭工法に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

�� 場所打ち杭工法で掘削された杭の底部を、円錐型に拡大することによって支持力の増大を図る。

�� 同じ支持力の直杭に対して、拡底の分だけ掘削土量やコンクリート量が多くなる。

�� 拡底部分の掘削方式には、リバース方式及びアースドリル方式がある。

�� 拡底径は直杭部の 1.4 〜 1.8 倍、近年はさらに倍率の大きな拡底杭工法が開発されている。

/No. 190 オールケーシング工法の掘削に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

�� 軟弱なシルト層を掘削するときは、ケーシングチューブの先行量を径以上とする。

�� ボイリングを防止するために、ケーシングチューブの先行圧入量を大きくする。

�� 締まった砂質土では、ケーシングの回転を中断して周面摩擦力を低減して作業する。

�� ボイリングを防止するために、ケーシングチューブ内に注水して孔内水位を高くする。
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/No. 200 下図に示す置換式地中連続壁施工機械の分類において、(Ａ)〜(Ｃ)に当てはまる次の語

句の組合せのうち、適切なものはどれか。

(Ｃ)

(Ｂ)

(Ａ)

置換式地中連続壁掘削機

リバースサーキュレ
ーション式掘削機

懸垂式クラムシェル

ロッド式クラムシェル

水平多軸式回転掘削機

垂直多軸式回転掘削機

パーカッションドリル衝撃式

油圧式

電動油圧式

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ)

�� バケット式掘削機 回転式 ワイヤ式

�� 多軸掘削機 回転式 機械式

�� バケット式掘削機 振動式 機械式

�� 多軸掘削機 振動式 ワイヤ式

�級 �種5



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


